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本日の内容

•消毒薬について

•手指消毒の方法

•環境消毒の方法
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感染対策の目的

•感染を
1.持ち込まない
2.拡げない
3.持ち出さない
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感染対策の基本

•感染とは
•病原微生物が体の特定の部位で増殖する
こと

•感染症とは
•感染によって引き起こされる疾患
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薬剤師のための感染制御マニュアル 第５版



接触感染 飛沫感染 空気感染

直接接触して感染 飛び散った飛沫で感染
空気中を漂う微粒子を
吸い込むことで感染

主な感染様式
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引用：AMR臨床リファレンスセンター https://amr.ncgm.go.jp/general/1-1-1.html、日本環境感染学会教育ツールVer.3.2 



感染対策
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接触
予防策

飛沫
予防策

空気
予防策

標準予防策
（Standard Precautions)



感染の連鎖
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感受性宿主
（免疫抑制・糖尿病）

侵入門戸
（粘膜・消化管） 伝播様式

（感染経路）

病原体
（細菌・ウイルス） 病原巣

（人・機器）

排出門戸
（飛沫・排泄物）

薬剤師のための感染制御マニュアル 第５版

分泌物
管理

滅菌・消毒
病原体の確認基礎疾患の治療

創傷ケア
手洗い



感染予防の方法

•手洗いやアルコール消毒

•環境消毒

•マスクの着用 8

新型コロナウイルス感染症対策 薬局向けガイドライン



手洗いや
アルコール消毒
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われわれの手は、こんなです

エコーを触った後 パソコンを触った後
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白衣を触った後



消毒関連の用語

用語 意味 制限

滅菌 全ての微生物を殺滅または除去すること

薬機法で制限消毒
病原菌など有害な微生物を
除去，死滅， 無害化すること

殺菌 生物を死滅させること（明確な定義はない）

除菌
対象物から増殖可能な細菌の数（生菌数）を
有効数減少させること

薬機法の制限なし

抗菌 製品の表面における細菌の増殖を抑制すること
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消毒薬の分類
消毒水準分類 消毒薬

高水準消毒 グルタラール
フタラール
過酢酸

中水準消毒 次亜塩素酸ナトリウム
ポビドンヨード
アルコール

低水準消毒 ベンザトニウム塩化物
ベンザルコニウム塩化物
クロルヘキシジン
両性界面活性剤
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消毒薬の効果に影響を及ぼす因子

1.濃度

2.温度

3.時間
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14

Ⅰ.方法

Ⅱ.タイミング

Ⅲ.手技

手指衛生の基本
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Ⅰ.手指衛生の方法

•手洗い

• 普通石鹸と流水での手指洗浄

•手指消毒

• 擦式消毒用アルコール製剤での手指消毒

• 抗菌薬配合石鹸＋流水での手指洗浄

目に見える汚れがある場合 目に見える汚れがない場合

＊除菌効果
＊時間短縮
＊皮膚保護
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Ⅰ.手指衛生の方法
流水と液体石鹸 < 擦式手指消毒薬

CDC. Guideline for Hand Hygiene in Health-Care Settings. MMWR 2002; 51 (RR-16) .



手洗い 手指消毒

1/60

1/3000
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Ⅰ.手指衛生の方法
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CDC. Guideline for Hand Hygiene in Health-Care Settings. MMWR 2002; 51 (RR-16) .

Ⅰ.手指衛生の方法

エタノール（即効性） + クロルヘキシジン（残留性）



うまく使い分けよう
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見た目に
汚染されている

ノロウイルス・
ロタウイルス

クロストリジウム属
（芽胞菌）

YES

流水手洗い

NO

擦式アルコール
製剤



Ⅱ.タイミング
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1.患者さんと接する前

2.血液、体液、排泄物などに接触した後

3.患者さんや患者周辺の環境表面に接触した後

4.手袋を外した後



手袋を外した後も手指衛生を！
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 多剤耐性陽性患者ケア後の

医療従事者が着用した手袋の多剤耐性菌汚染率

多剤耐性菌 手袋表面
手袋を

外した後の
手表面

メチシリン耐性黄色
ブドウ球菌
（MRSA）

11.2% 3.3%

多剤耐性緑膿菌
（MDRP） 17.4% 3.5%

多剤耐性アシネトバクター
（MDRA） 29.3% 4.2%

手袋を外した後

Morgan,DJ.et al,Transfer of multidrug-resistant bacteria to healthcare workers’ gloves and gowns after patient 
contact increases with environmental contamination.Crit Care Med.40(4),2012,1045-51



手袋の上からの消毒は・・・・
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手袋を装着し、MRSA保菌児をケア

手袋雑菌の採取

手袋を脱いで消毒し、
新しい手袋を装着（N群）

手袋の上から消毒（G群）

手袋雑菌の採取

日本新生児成育医学会雑誌. 第30巻, 第1号, 99-103. 2018.



手袋の上からの消毒は・・・・
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日本新生児成育医学会雑誌. 2018; 30(1): 99-103.



無菌調製やワクチン調製後も手指衛生を
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Ⅲ.手技
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肘まですれば、さらに良い



アルコール手指消毒剤使用時のポイント
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1. まんべんなく乾燥するまで塗り付ける

2. 乾燥するまでに15秒ほどかかる量が適量

アルコール量 適量 アルコール量 少量



Ⅲ．手技
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1. 手洗い時間は30秒～1分間

2. 手はしっかり乾燥させる。

…濡れた手はより多くの微生物を伝播させる



アルコールで手が荒れる方には
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製剤 商品名 メーカー 区分 有効成分

低刺激性
手指消毒薬

センシマイルド SARAYA 第２類医薬品
クロルヘキシジングルコン酸塩

0.2w/v%

非アルコール性
手指消毒薬

ウエルパス®フォーム
ZERO

丸石製薬 第３類医薬品
ベンザルコニウム塩化物

0.2w/v%

ノアテクト®プロ キョーリン製薬 指定医薬部外品

ベンザルコニウム塩化物
0.05w/v%

ノンアルBCフォーム
「ヨシダ」

吉田製薬 指定医薬部外品

エレファフォーム ハクゾウメディカル 指定医薬部外品



環境消毒
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接触感染 飛沫感染 空気感染

直接接触して感染 飛び散った飛沫で感染
空気中を漂う微粒子を
吸い込むことで感染

主な感染様式
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引用：AMR臨床リファレンスセンター https://amr.ncgm.go.jp/general/1-1-1.html



付着した飛沫の感染性
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無機物表面上でのコロナウイルス残留時間

材料 時間

鉄 ５日間

アルミニウム ８時間

その他金属 ５日間

木 ４日間

紙 ５日間

ガラス ５日間

プラスチック ６日間（～９日間）

G. Kampf et al. / Journal of Hospital Infection 104 (2020) 246e251



環境の消毒・清掃

•拭き掃除を基本

•消毒薬の空間への噴霧はしない

•血液や吐物へ振りかけることもしない
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感染源となり得る主な環境
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•高頻度接触面

•空気および空調設備

•水および水回りの環境

•トイレ

•植物

•医療廃棄物

•リネン

など
日本環境感染学会教育ツールVer.3.2より一部改変し引用



環境整備

日常の清掃が重要

• 手が触れる環境表面は頻回に清掃する

ベッド柵、床頭台、ドアノブ、電灯のスイッチ、手すり

• 手が触れない床など

埃や塵がないように清掃を行う

34
日本環境感染学会教育ツールVer.3.2より一部改変し引用



ノンクリティカル表面の分類
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分類 場所 清掃・消毒方法

高度接触面
ドアノブ、ベッド柵、オーバーテーブル

電灯のスイッチなど

定期的（頻回）清掃

（低水準・中水準消毒）

低頻度接触面

水平面 床、窓の敷居など
定期的清掃（汚染時の低

水準・中水準消毒）
垂直面

壁、ブラインド、カーテン

など

日本環境感染学会教育ツールVer.3.2より一部改変し引用



環境表面へ使用する消毒薬例

• 一般細菌：低水準消毒薬や消毒用エタノール

• ウイルス：消毒用エタノールや次亜塩素酸ナトリウム

• 芽胞：徹底的な清掃により物理的に除去
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日本環境感染学会教育ツールVer.3.2より一部改変し引用



消毒薬の噴霧

•消毒薬を噴霧して使用する方法は，眼，皮膚への付着や吸入による

健康影響のおそれがあることから推奨されていない
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山口 諒, 高山 和. 消毒薬，その実践と基礎知識. 日本環境感染学会誌. 2017;32(6):330-336. 



嘔吐物の処理
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① ビニールエプロン、マスク、手袋を着用

② ペーパータオルなどで、嘔吐物を拭きとりビニール袋に入れる

※飛散しないように外部から内側に集め、 ビニール袋に入れる

③ 汚染箇所およびその周辺を0.1％次亜塩素酸ナトリウムを含ませたペーパータオ

ルで拭く

④ ②③をビニール袋に入れて密封する

⑤ 手袋、ビニールエプロン、マスクを外した後、石けんと流水による手洗いを行う。

日本環境感染学会教育ツールVer.3.2より一部改変し引用



嘔吐物の処理
（山梨大学医学部附属病院の場合）
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嘔吐物の処理
（山梨大学医学部附属病院の場合）
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まとめ

•手指消毒は場面により適切に行う

•手指消毒に使用する薬剤について整理する

•環境消毒は基本は拭き掃除

•タイミングを決めて定期的に実施
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実践内容

•施設における手指消毒薬使用のルールを作成する

•施設における環境清拭のマニュアルを作成する

•施設における嘔吐物処理のマニュアルを作成する

•手指衛生について職場内で勉強会を行う
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